
心身障害者
職 業 セ ン タ ー

ご案内
山口心身障害者職業センターは、心身

に障害のある方の就職のための相談や、

職業に関する能力の評価等を行っていま
す。当センターは静かで落ち着いた相談

室と、整った検査室で専門のカウンセラ
ーが適職の判定、相談に応じます。

・仕事につくために…
あなたの障害のこと、就職のこと、仕

事の心がまえなどについて相談します。

・仕事をきめるために…
あなたの能力や身体の状態にあった仕

事をみつけるために、適性検査や能力
検査を行います。

・職場に定着するために…
仕事上の悩み、職場での人づ きあいな

どについて相談します。
● 相談の受付け

相談や適性検査をご希望の方は、ご遠

慮なく下記のところへお問い合わせく

ださい。
※ 問い合 わせ先
・山日県心身障害者職業センター

防府市岡村町３－ １

a  0835  ( 21) 0520

お　 わ　 び
２月１日付広報２頁の新春かるた大会

で、一般・高校の部の優勝者大田泰己君

が、長門高校となっていましたが、大津

高校の誤りです。訂正しておわびいたし

ます。

ＮＨＫ学園 の

通信教育で

あなたも学習を

ＮＨＫ学園では、通信教育の生徒・受

講生を募集しています。
◇ 高等学校　普通科コース

ＮＨＫの放送を利用して、働きながら

高校卒業の資格をとりたい方
・入学資格　中学校卒業・卒業見込み又

は同等以上の学力のある方

・受付期日　３月１日～４月15日
◇ 高等学校　教養コース

高等学校レベルの知識と教養を身につ

けたい方
・受講資格　15才以上の方どなたでも

・受付期間　３月１日～４月30日
◇ 社会通信講座

この講座の利点は、リポートの添削 が

中心で、だれでも自宅にいながら、都
合のよい時間に自分のペースで学べる。

・講座は、書道、硬筆、楽しい母と子の
書き方、俳句、短歌、古典、
文章、絵画、囲碁、簿記、英

語、フ ァミリー写真、数学、
国 語の15講座44コースです。

ほかに俳句友の会もあります。

・受講資格　 どなたでも
・受付期間　２月１日～４月20日

○ 詳しい案内書をご希望の方は、お近く
のＮＨＫまたは、下記まで、普通コー

ス・教養コース・社会通信講座 名と氏
名・住所・電話番号を書いてハガキで

ご請求くださいＯ（案内書は無料）
〒 １８６　東京都国立市富見谷２ －３６

ＮＨＫ学園ＣＴ係

電話( 0425-  72- 3151)

長門電報電話局

新 幹 線 公 衆
電 話 の ご 案 内

東海道・山陽 新幹線のサービス提供地

域の拡大により、長門市内から列車へ、
また列車から長門市内へも電話がかけら

れるようになりました。
職場や家庭とを結ぶ新幹線公衆電 話を

大いにご利用ください。

加入電話等から山陽新幹線への電 話は
( 093 )  521- 2481へおかけください。

なお、東北新幹線へは( 0222) 67- 6131 、
上越新幹線へは( 0252)  22- 9191です。

店頭公衆電話（赤色）からは、100 番
扱いとなりますが、他の公衆電話（青、

黄、緑）からはかけられません。
お問合せは、電話運用課2 －2500 （無

料）へどうぞ。

昭和60年度

電気工事士試験
･試 験 日

１ 、 筆 記 試 験　 ６ ０ 年 ５ 月 ２ ６ 日(日)

２ 、 技 能 試 験　 ６ ０ 年 ９ 月　 ８ 日(日)

･受 付 期 間　　　 ６ ０ 年 ３ 月 １ ９ 日 脚

～ ３ 月 ３ ０ 日(土)

･申 込 書 の 請 求 及 び 間 合 先

財 団 法 人 電 気 技 術 者 試 験 セ ン タ ー

中 国 支 部( 中 国 電 気 協 会 内)

〒 ７ ３ ０　 広 島 市 中 区 小 町4- 3  3

TEL082ー2 4 5ー3 4 7 3

技 能 士

通 信 講 座
職業訓練大学校では、技術革新時代に

対応するため１級・２級技能通信講座を

行っています。

ご活用下さい。

受験資格　実務経験があ れば、だ れでも

受講できます。

訓 練 科　建築大工・左官・板金・配管

等

訓練期間　通常１か年（随時受付けます）

訓練内容など詳しいことは、小野田技

能開発センター（　0  8 3 6 8 ③334

3 ）にお問い合 わせください。

春の全国火災予防運動実施
２ 月２８ 日～３ 月３ １ 日

春先は空気 が乾燥し火災が非常に発生
しやすく、また季節風等の影響により大

火になりやすい状態になり ます。特に山での火人 れなどは

事前に市役所（農林水産課財務係）で許可を受けてくださ

いＯ

火入れ・焚火などをする時の注意事項

１、異常乾燥、強風時 には実施しないこと。

１、火入 れ（焚火）中は、火の監視を怠らないこと。

１、一度に多量焼却せず、小分けして実施すること。

１、残火の後始末は完全に行うことＯ

゛あと” でより゛いま” が大切　火の始末

長門地区消防本部・消防署( 2- 3  111)
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